　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発川土指第　　　　　号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　能美警察署長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能美郡川北町長　　前　　哲雄
道路占用（使）用許可申請に関する協議等について

　下記の者から申請のあった、標記の件について道路法第３２条第５項の規定により
協議する。尚、本申請に対する道路占（使）用上の意見は、下記のとおりであるから
申し添える。
記

１・許可　　　　　２・不許可　　　　（許可条件又は不許可の理由は別紙）

　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　能美郡川北町長　　前　　哲雄　　宛て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能美警察署長

道路占（使）用許可について（回答）

　令和　　年　　月　　日付発川土第指　　　　　号で協議のあった下記の者に対
する標記の件について、下記のとおり回答する。

記

１・許可　　　　　２・不許可　　　　（許可条件又は不許可の理由は別紙）

　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　㊞
道路占（使）用許可条件

道路占（使）用の場所　　　　町道　　　　　　　　　　　　　　　　　　線中
　　　　　　　　　　　　　　　　　能美郡川北町字　　　　　　　　　　　　　地内

道路占（使）用の面積　　　　延長Ｌ＝　　　　　ｍ　幅Ｗ＝　　　　　　ｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　　面積Ａ＝　　　　　㎡

道路占（使）用の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事の為

道路占（使）用の期間　　　　令和　　年　　月　　日～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　
道路使用の場合工事の期間　　令和　　年　　月　　日～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

条　　　　　　　　　　　件

◎工事施工の際は、安全標識（通行止め・迂回路・夜間照明）を現場に設置し交通　　
　　　安全対策に万全を期すこと。

◎掘削後の復旧については、現況復旧以上とする。
◎その他危険防止の為の処置を講じ支障のないよう留意すること。
◎工事着手の方法は、事前に協議し工事工程表を提出のこと。

◎工事が完成後、直ちにその旨連絡し検査を受けること。

